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	直感的操作でアイデアを形に	幅広い学年・学科で活用可能	創造力と協働スキルを育成
	簡単なドラッグ＆ドロップ操作でプログラミングができ、自分たちのアイデアをすぐに試せます。
	小学校から大学まで幅広い学年・学科で利用可能で、STEAM 教育をより効果的に展開できます。
	チームでプロジェクトに取り組むことができ、創造力と協働スキルを同時に育むことができます。


	アイデア創出や問題解決型授業の例
	アイデア/問題をみつける
	振り返り、次に生かす
	アイデアを展開、制作する
	作品を発表する
	�	作品を発表する
	少年院におけるMESHを活用したプログラミング授業の効果と今後の課題 MESHを活用したプログラミング授業は、技術習得にとどまらず、(1) プログラミングへの心理的ハードルを下げることで学習意欲を向上させ、(2) グループワークを通じた協働力や創造力を育成し、(3) 多角的視点からの問題解決力を促進し、(4) 挑戦心や未来志向を育むといった多面的な効果が示唆された。これらの学びは、在院者の自己成長や社会活動、日常の課題解決に寄与する可能性がある。 一方、(1) 成功体験・達成感を得られる仕組みの強化、(2) 時間制約や知識不足による達成感の不足を補う工夫、(3) 難題を克服するための継続的な授業の必要性が課題として挙げられた。これらの改善を通じ、より効果的な学習環境の構築が期待される。
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